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Engineers’ Frustration

A lot of tools are introduced, though…
A use of tools itself is not the goal！
What kind of tools should we start from?
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１．企画

お客様の気持ちをつかむ製品/技術を明確にしたい ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 魅

魅力品質の高い製品を企画したい △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ ○ △ △ 魅

複数の案から最適なものを選択したい ○ ○ ○ △ △ △ △

企画構想の変更を防止したい △ ○ △ △ △ △ ○ △

製品企画、構想を関係部門で確実に共有したい △ △ ○ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △

技術シーズから製品を企画したい △ △ △ △ △ △ △

２．開発、設計

開発すべき技術テーマの選定が難しい △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △

新規な機能を実現したい △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △

目標レベルの高い技術を実現したい ○ ○ △ △ ○ ○ △ ○ ○ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 魅

設計条件の最適化を効率化したい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 魅

開発時間を短縮したい △ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ ○ △ △ △ ○ 魅

技術完成度を早く的確に評価したい ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

信頼性評価の時間、費用を低減したい ○ △ △ ○

開発プロセスの停滞、後戻りをなくしたい △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ △ △ △

採取済みのデータから有意な要因を判別したい △ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ △

多元材料で最適比率を求めたい ○ △ △ △ △ △ ○ △

開発の進捗管理をしっかりしたい △ ○ △ △ △ △ ○ ○ △ ○ ○

外部組織への依頼仕様を明確にしたい △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △

過去の情報を有効に活用したい △ △ ○ △ △ △ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ ○

効果的な特許を創出したい △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ 魅

３．生産

開発した技術特性を安定化したい △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △

製品規格、工程内検査の規格を合理的に決定したい △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △

低価格の部品で代替したい △ △ △ ○ △ △ △

合否判定を効率的にしたい △ △ △ △ ○ ○

製造パラメータから特性値を予測したい △ ○ ○ △

製造（検査、保全）コストを低減したい ○ △ ○ ○ ○ △ △ ○

生産スループット(量）を上げたい △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ ○

突発品質不良を早く解決したい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

慢性品質不良を解決したい ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ ○ △ △ △ ○ △ ○

不良発生を未然防止したい △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △

不良問題を早期に発見したい △ △ △ △ △ ○ △ ○ △ △ △

不良原因を特定し、的確に対策したい △ △ ○ △ △ △ ○ △ △ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △

生産リードタイムを短縮したい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △

環境に配慮した生産を実現したい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

安全性の高い生産を実現したい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ △ △

４．市場品質

市場クレームを抑制したい ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ ○ △ △

市場問題への対応を迅速にしたい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
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お客様の気持ちをつかむ製品/技術を明確にしたい ○ ○ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 魅
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複数の案から最適なものを選択したい ○ ○ ○ △ △ △ △

企画構想の変更を防止したい △ ○ △ △ △ △ ○ △

製品企画、構想を関係部門で確実に共有したい △ △ ○ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △

技術シーズから製品を企画したい △ △ △ △ △ △ △

２．開発、設計
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新規な機能を実現したい △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △

目標レベルの高い技術を実現したい ○ ○ △ △ ○ ○ △ ○ ○ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 魅

設計条件の最適化を効率化したい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 魅

開発時間を短縮したい △ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ ○ △ △ △ ○ 魅

技術完成度を早く的確に評価したい ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

信頼性評価の時間、費用を低減したい ○ △ △ ○

開発プロセスの停滞、後戻りをなくしたい △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ △ △ △

採取済みのデータから有意な要因を判別したい △ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ △

多元材料で最適比率を求めたい ○ △ △ △ △ △ ○ △

開発の進捗管理をしっかりしたい △ ○ △ △ △ △ ○ ○ △ ○ ○

外部組織への依頼仕様を明確にしたい △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △

過去の情報を有効に活用したい △ △ ○ △ △ △ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ ○

効果的な特許を創出したい △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ 魅

３．生産

開発した技術特性を安定化したい △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △

製品規格、工程内検査の規格を合理的に決定したい △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △

低価格の部品で代替したい △ △ △ ○ △ △ △

合否判定を効率的にしたい △ △ △ △ ○ ○

製造パラメータから特性値を予測したい △ ○ ○ △

製造（検査、保全）コストを低減したい ○ △ ○ ○ ○ △ △ ○

生産スループット(量）を上げたい △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ ○

突発品質不良を早く解決したい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

慢性品質不良を解決したい ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ ○ △ △ △ ○ △ ○

不良発生を未然防止したい △ ○ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △ △

不良問題を早期に発見したい △ △ △ △ △ ○ △ ○ △ △ △

不良原因を特定し、的確に対策したい △ △ ○ △ △ △ ○ △ △ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △

生産リードタイムを短縮したい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △

環境に配慮した生産を実現したい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

安全性の高い生産を実現したい △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ ○ △ △ △ △ △

４．市場品質
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